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養育者の子育て状況と預かり保育への意識
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1．問題と目的
近年の子育ては・核家族化・都市化の進行，女性の社会進出の増大などにより，多様な選
択肢を持つと同時に・育児ストレスなどネガティブな側面も社会的な問題となってし、る．そ
れに対する行政的な子育て支援策の一つとして，幼稚園での預かり保育制度が普及されつつ
ある・預かり保育とは・幼稚園教育要領によりr幼稚園の教育課程に係わる教育時問の終了
後に希望する者を対象に行う教育活動」と定義され，通常，幼稚園の在園児を，正規教育時
間（9時～14時）以外の早朝からや夕方まで幼稚園で預かるものである。
預かり保育に関するこれまでの研究で1ま，預かり保育がそれぞれの園でどのよう1こ行われ
ているかといった実態調査（例えば・山本・神田，1999；神田・山本，1999；園田・無藤，2001
など）や・保育環境や子どもの様子といった預力・り保育の質の調査（園田・無藤，2。。1）が行
われている・しかしこれらの研究では・預力・り保育を行う側としての幼稚園の考え方や，預
かり保育を実際に利用している養育者の意識を尋ねるにとどまり，乳幼児期の子どもを持っ
養育者の搬的な意識について検討されてはいない．預かり保育は時代の要請に応じて始ま
った比較的新しい制度であり，それぞれの地域の養育者の状況に応じて柔軟に変化すること
が求められる・そのため・子育て支援の一環として今後の預かり保育のあり方を考える上で
は，支援の提供側や支援の現在の利用者に関する調査を進めるだけでなく，支援を受けるべ
き幅広い対象者の現状や必要性につし】ても併せてとらえていく必要があるだろう．
そこで本研究では・都市部に居住する乳幼児を持つ養育者を幅広く抽出し，子育てに関す
る現状と預かり保育に対する意識との関連を検討することで，現在子育て中の養育者が必要
としている子育て支援の方向性を探るζとを目的とする。
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2．方法
1）調査対象
　神奈川県横浜市に居住する，乳幼児（O歳～学齢前）を持つ家庭502件が本研究の対象とな
った。家庭の乳幼児期の子どもの平均年齢は2歳8ヶ月（0歳1ヶ月～5歳9ヶ月），性別は
男児253名（50．4％），女児249名（49．6％），出生順位は第1子293名（58．4％），第2子139名
（27．7％），第3子以降50名（10％）だった。また，子どもの通園状況は，家庭にいる子が326名
（64．9％），幼稚園に通っている子が75名（14．9％），保育園に通っている子が68名（13．5％）で，
通園せずに自宅にいる子が6割以上を占めた。
2）調査手続き
　乳幼児を持つ家庭1000件をランダムに抽出し，2000年2月に各家庭に返信用封筒を同封し
た調査票を配付した。調査票の配付・回収とも郵送とした。回収率は50．2％だった。
3）調査項目
　調査票では，乳幼児期の子どもの基本的属性などのフェイスシートの他に，以下の子ども
の養育状況，預かり保育に関する意識について尋ねた。
　①子どもの養育状況：子どもの養育形態について，養育者の属性（母親，父親，母方祖母，
父方祖母，母方祖父，父方祖父，その他），養育者の就労形態（フルタイム就労，パートタイ
ム就労，無職，その他），子どもの通園状況（幼稚園，保育園，自宅，その他），子どもの預
け先（母親，父親，母方祖母，父方祖母，母方祖父，父方祖父，ベビーシッター，預かり保
育，預け先無し，その他）について，それぞれ複数の選択肢の中から1つ選んでもらった。
さらに，養育者が子育てのストレスを感じているかどうか，「子育てのストレスは全くない」
から「子育てのストレスはとてもある」までの5段階の中から1つ選んでもらった。
　②預かり保育に関する意識：預かり保育について，制度自体を知っているかどうか，「知っ
ている」「知らない」のどちらかを選んでもらった。預かり保育を知っている人には，その情
報源について，「幼稚園から」「県や市などの官公庁から」「テレビなどのマスコミから」「知
り合いから」「その他」の中から1つ選んでもらった。
　また，今後預かり保育の利用を希望するかどうかの有無について尋ね，利用を希望する場
合には，希望する利用頻度（毎日，週に2～3回，月に2～3回，年に数回，その他）を選
択肢の中から1つ選んでもらい，希望する利用時間帯（朝7時頃から，朝8時頃から，夕方
4時頃まで，夕方5時頃まで，夕方6時頃まで，夕方7時頃まで，その他）について選択肢
の中から複数回答で選んでもらった。また，利用を希望する理由について，「緊急の用事の時
に預けたい」「自分の時間がほしい」「幼稚園は設備が整っていて環境が良い」など12項目の
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選択肢の中から・1番目から3番目までの理由を1つずつ選んでもらった．さらに，預力，り
保育の利用を希望しない人に対しては，利用を希望しない理由について，「保育所に預けるの
で必要ない」「子どもはできる限り家庭で育てた方がいいと思うから」「料金がかかるので預
けたくない」など9項目の選択肢の中から，1番目から3番目までの理由を1つずつ選んで
もらった。
3．結果
　①子どもの養育状況：子どもの養育形態については，子どもの主な養育者は母親が97．6％
と圧倒的に多く，母方の祖母が0．8％，父方の祖母が0．3％，その他の人が1％だった。その，
主な養育者の就労形態については，無職が74。9％で多数を占め，次いでフルタイム労働9％，
パートタイム労働7．8％だった。子どもを誰かに預ける場合の預け先を尋ねたところ，母方の
祖母と父親がそれぞれ3割近くを占めた（表1参照）。
　主な養育者の育児ストレスについて尋ねたところ，「とてもある」「ややある」を併せると，
半数以上の養育者がストレスを感じていることが示された（図1参照）。さらに，育児ストレ
スの高さは養育者の就労の有無によって異なり，フルタイムとパートタイムを併せた就労群
表1．子どもの主な預け先（％）
母親 父親 母方祖母
父方
祖母
母方
祖父
父方
祖父
ベビー
シッター
預かり
保育
その他
の人
預け
ない
1．8 29．129．511．8 1．4 1．4 1．O 2．6 11．2 6．4
全く熟
ど讐　難
　　霧　馨攣
　図1．育児ストレス
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表2．養育者の就労の有無による育児ストレスのt検定
就労有り群
　（N＝81）
平均値（SD）
就労無し群
　（N＝373）
平均値（SD） t値
育児ストレス 3．21（1．11） 3．48（1．09） 2．01＊
＊；P＜．05
表3．預かり保育の情報源（％）
幼稚園 官公庁 マスコミ 知り合い その他
28．1 4．4 16．1 21．1 2．8
よりも無職群の方が，育児ストレスを高く感じていた（表2参照）。子どもの性別や月齢，出
生順位，通園状況，預け先の有無については，養育者の育児ストレスとの関連は見られなか
った。
　③預かり保育制度への意識：預かり保育の制度については，「知っている」と答えた人が73．1％
（367名）で，7割以上の人に認知されていることが示された。その情報源としては，「幼稚園
から」が3割近くで最も多く，次いで「知り合いから」，「マスコミから」の順だった（表3参
照）。
　養育者が預かり保育の利用を希望しているかについては，「利用したい」と答えた人が72．3％
（363名），「利用しない」と答えた人が27．3％（137名）で，利用を希望する人が7割を占めた。
この預かり保育の利用希望の有無は子どもの通園状況によって異なり，子どもが通園をして
いない家庭（平均．77，SD．42）と幼稚園に通っている家庭（平均．82，SD．38）の方が，子ども
が保育園に通っている家庭（平均．46，SD．50）よりも，預かり保育を利用したいと考えてい
た（F＝11．19，P＜．001）。子どもの月齢，性別，出生順位，預け先の有無は，預かり保育の利
用を希望するかどうかと関連がなかった。また，預かり保育の利用を希望する群と希望しな
い群で，育児ストレスの高さに違いがあるかを調べたところ，利用を希望する群の方が希望
しない群よりも育児ストレスが高いことが示された（表4参照）。
　預かり保育の利用希望があった363名についてさらに詳細に見ていくと，希望する預かり保
育の利用頻度は，「月に2，3回」が最も多く，次いで「年に数回」，「週に2，3回」，「毎日」
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表4。預かり保育利用希望の有無による育児ストレスのt検定
利用希望有り群
　（N＝360）
平均値（SD）
利用希望無し群
　（N＝133）
平均値（SD）
t値
育児ストレス 3．55（1．07） 3．05（1．09） 4．61＊＊
＊＊；P＜．01
表5。預かり保育の利用希望頻度（％）
毎日 週2，3回 月2，3回 年に数回 その他
11．3 18．2 31．4 28．7 7．4
表6。預かり保育の利用希望時間帯（％）（複数回答）
朝7時
から
朝8時
から
夕方4時
　まで
夕方5時
　まで
夕方6時
　まで 夜7時ま その他
7．2 16．8 25．1 35．5 22．0 15．4 5．0
の順だった（表5参照）。さらに，預かり保育の利用を希望する時間帯について複数回答で尋
ねたところ，「夕方5時まで」一が最も多く，「夕方6時まで」’と「夜7時まで」を併せると，
利用希望者の4割近くが遅い時間帯までの利用を望んでいることが示された（表6参照）。預
かり保育の利用を希望する理由について，1番目から3番目まで順位を付けて選んでもらっ
たところ，1番目の理由として挙げられた項目の中では「授業参観，病気など緊急の用事が
ある時」が最も多く，2番目の理由の中では「他にどうしても預ける人がいない時」が最も
多く，3番目の理由の中では「専門の保育者が子どもを見てくれれば安心」が最も多かった
（表7参照）。
　・一方，預かり保育の利用希望がなかった137名について，利用を希望しない理由を尋ねたと
ころ・1番目の理由として「仕事をしていないので預ける必要がない」r保育所に預けるので
必要ない」を挙げた人の割合が最も多く12番目の理由として「子どもの面倒をみてくれる
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表7．預かり保育の利用を希望する理由（％）
理由項目 1番目 2番目 3番目
1．フルタイムの仕事の間 6．9 1．1 1．7
2．パートタイムの仕事の間 14．3 3．O 4．7
3．緊急の用事の時 46．3 17．4 6．3
4．他に預ける人がいない時 13．2 25．1 9．4
一　　一　　一　q　一　一　一　一　哺　，　曹　o　一　一　一　　一　　一　一　　一　　冒　一　岬　噂　喝　一　一　　囎　一　一　　一　一　冒　一　一　一　甲　　一　一　一　薗　一　噂　鞘　一　願　一　〇　　〇　噌　一　　層　一　一　層　　一　層　一　一　響　層　　一　一　一　層　　一
5．自分の時間がほしい 5．2 9．9 13．5
6．幼稚園は環境が良いので 0．8 5．8 与．8
7．専門の保育者が子どもを見ててくれれ
ば安心 1．9 14．6 23．4
一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　昌　q　－　願　一　　，　o　o　一　一　一　一　一　一　一　一　　願　一　一　　〇　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　昂　印　一　印　o　　印　＿　　響　卿　噸　r　　一　一　層　　響　　響　響　一　一　響　響　　一
8．他の子と接することは子どもの発達に
とって良い 3．9 14．9 14．6
o　　一　響　一　一　　一　一　願　一　一　一　一　聯　甲　一　，　一　一　一　一　曹　一　一　一　一　一　一　購　一　　噛　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　聞　一　　甲　卿　一　零　一　一　一　一　〇　薗　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　　一　　一
9．子育てにストレスを感じている 0．8 1．1 2．5
一　　一　　一　一　一　一　一　騨　o　一　一　『　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　甲　薗　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　r　，　o　顧　一　　疇　一　一　一　｝　　一　一　　一　一　騨　－　　一　一　一　一　一　岬　　一　“　一　一　　印
10．面白そうだから預けてみたい 0．3 0．6 4．7
一　　一　一　一　繭　⇔　噌　軸　　一　層　一　層　一　〇　一　　一　一　一　一　一　一　噂　璽　甲　層　層　一　一　一　　一　り　晒　一　噂　噂　尊　一　一　冒　一　層　一　一　一　一　一　　一　　一　一　一　　昌　一　一　騨　噂　層　騨　　騨　　一　一　　甲　一　一　　一　　一 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一』一＿＿一
11．保育所に預けられなければ利用したい 3．6 1．9 3．9
一　　冒　一　一　昌　瞬　噂　一　，　一　卿　響　一　曹　一　　一　　一　一　一　　一　卿　薗　噛　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　噂　薗　響　一　層　一　一　一　一　一　－　　一　一　一　　一　　一　－　　噂　哺　騨　一　　響　一　一　　一　一　一　　一　一　曹　－　　一
12．その他 0．8 1．1 1．9
人が身近にいるので必要ない」が最も多く，3番目の理由として「料金がかかるので預けた
くない」「子どもはできる限り家庭で育てた方がいいと思うから」を挙げる人が最も多かった
（表8参照）。
4．考察
　本研究では，乳幼児を持つ養育者を対象に意識調査を行い，子育ての状況と預かり保育に
対する考えについて検討を行った。
　その結果，子どもの主な養育者は圧倒的に母親が占めていることが示され，本研究ではそ
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表8．預かり保育の利用を希望しない理由（％）
理由項目 1番目 2番目 3番目
1．保育所に預けるので必要ない 31．4
一
1．5 2．2
一嘲”一一”””卿””””一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿一一＿＿一＿一＿＿一一
2．子どもの面倒をみてくれる人が身近に一　璽　曽曙－　曽層一　r　一　一一　一　－一　一層一』　－　一一　一一一一　一。暉　噌一辱一一　曹一　鴨一一聯　一一響一一一 一一　一　一一樽　一　一　噂　一　目　響　一　一　一－響　曹　一　響　一　嘩
いるので必要ない 9．5 21．2『
8．8
一一”一q一一一。一一””一”囮”一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿一一一一＿一＿一一一＿＿＿一＿ 一　一　層－一　辱一－璽　一甲一　一一一一璽一＿　一一一一 噂。一　，一一帰一一．r一一一一一卿哺　一　昂一　一軸一 噌一一　噂　一　一　聯　一　一　噂　一噂　一　一　一層一　師　一一　噂　一
3．仕事をしていないので必要ない 33．6『 18．2 6．6一轡一”一”一一贈一一”印”騨一”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿一一一＿一＿一＿＿一一＿＿＿4．子育てにストレスを感じていないので一一　一一卿　一卿冒一　一　一一　噂一一一一一一　。一一　甲 一　一　一　一　冒一　一　一　一　一　陶　一一　一　一騨　一　一　一　一　一　。　ロ 一　一　鞠　一　一　〇　『　一　一　冒　一　一　一　一　噛　一　．，一　一　一　一　一
必要ない 0．7 8．0 11．7
”－一一一”一一”一”一”一”一鱒”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一＿＿一＿一＿＿一＿＿＿＿
5．子どもはできる限り家庭で育てた方が一　層　嘩『一　一一一鱒　一り一一q曹一騨一岬層一一－騨　囎　一　願　一　一　一　一一一　r　一　噂　一　曹　噂　一　一　一　一　一一　一 層　一　一　層　一　一　一　一　一　一　一　韓　一　齢　一　一一　囎　一　覇　一　一
いいと思う 10．9 7．3 13．9一”一”騨一一一一一一一一一殉－一騨一”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿一＿＿一＿＿＿一＿＿＿＿＿一 一一一層一　噂層一悼一一聯　層曹一一り一一　騨一一一 一一一　一一一一騨一一一塵一噂一一一一　甲一　一，一 騨　一　一　噂　一　一　〇　一　一　岬　一　一　一　一　一　葡一　臼　署　一　曹　一6．子どもの発達に悪影響がある 2．2 0．7 1．5
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の7割以上が無職（専業主婦）だった。子どもを誰かに預ける必要がある時は，父親か，母
方の祖母の割合が比較的高く，母親にとって夫の母親よりも自分の母親の方が頼りやすい様
子がうかがえる。また，育児ストレスについては，半数以上の養育者が子育てに関して何ら
かのストレスを感じており・しかも有職の養育者よりも無職の養育者の方がよりストレスを
感じていた。このことは，子どもの養育の責任は母親が担っており，子どもと長時間一緒に
過ごす専業主婦の母親の方が育児ストレスを感じやすく，夫や自分の母親以外にはなかなか
子どもを預ける相手がいない，という現代の日本の子育て状況を表していると考えられる。
　預かり保育に対する意識については，7割以上の養育者が預かり保育制度の存在を知って
いたことから，その認知度は比較的高いと考えられる。預かり保育の情報源としては，官公
庁やマスコミなどを通しての一般的な知識というよりも，幼稚園や知り合いといった身近な
相手から知る割合が高く，幼稚園選択などの材料の一つとして，養育者は預かり保育に対す
る興味・関心を持っていることがうかがえる。それを裏付けるように，本研究では預かり保
育の利用希望者が7割を越え，保育園に子どもを通わせている養育者よりも，まだ子どもを
通園させていない家庭や幼稚園に通わせている家庭の養育者の方が，その利用を希望してい
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ることが示された。また，預かり保育の利用希望の有無は養育者の育児ストレスとも関連し
ており，預かり保育の利用を希望する養育者の方がそうでない養育者よりも，育児ストレス
を感じていることが示された。母親の育児ストレスを軽減させるためには，夫婦関係が良好
であること（牧野，1982）や，夫や家族以外の人からの社会的サポート（田中，1994）が重要であ
ることが指摘されており，母親と子どもを孤立させない周囲の人々の援助が第一に必要とさ
れていると考えられる。このことから，預かり保育は育児支援の方策の一つとして乳幼児を
持つ養育者に注目されているだけでなく，養育者の育児ストレスを緩和させる上でも有効な
手段となり得る可能性が示唆される。
　預かり保育の利用を希望する養育者に，その理由を順位を付けて答えてもらったところ，
1番目の理由から順に，「緊急の用事がある時」，「他に預ける人がいない時」，「専門の保育者
が見てくれれば安心」が最も多いことが示された。このことから，幼い子どもを持つ養育者
にとっては，いざという時に安心して子どもを預けることができる場所として，預かり保育
を必要としていることがうかがえる。預かり保育の利用を希望していない養育者の理由から
も，「仕事をしていないので必要がない」，「保育所に預けるので必要ない」，「子どもの面倒を
みてくれる人がいるので必要ない」といった項目が1～2番目の理由として上位に挙がり，
誰か子どもの面倒を見ることができる人が常に周りにいるかどうかが，養育者の預かり保育
の利用希望の決め手になっていることがわかる。
　しかし，実際に預かり保育を実施する側である幼稚園は，このような養育者の意識をどこ
まで的確にとらえているのだろうか。幼稚園側の考えを尋ねたこれまでの研究では，預かり
保育を実施していない園の3割以上がその理由として「教育上預かり保育は実施するべきで
はない」という項目を選択していたり（園田・無藤，2001），実施園の中にも「情緒の安定が
弱い子ほど親が預かり保育を希望する」，「大切な親子のふれあいが補いきれない」といった
理由から，預かり保育は必要ではないと考えている園がある（神田・山本，1999）ことが指摘
されている。このような考え方の背景には，母親が育児を行うことが最善であるという母性
神話的な信念があり，「幼稚園で長時間子どもを預かることは，子どもの面倒を見たくない母
親のわがままを助長してしまう」といった懸念が存在しているといえる。母性神話には科学
的根拠が無く，長時間保育それ自体が親子の絆を阻害するものではないことはこれまでに多
くの指摘があるため（例えば，柏木，1993；繁多，1987など），本研究では預かり保育に対す
る養育者の意識から，母親の育児放棄につながる可能性について考えてみたい。
　育児放棄につながるような養育者の預かり保育の利用希望理由として，本研究の中では「子
育てにストレスを感じている」という項目が挙げられるだろう。しかし，これを1番目から
3番目までの理由として選んだ人は5％にも満たなかった。つまり，預かり保育の利用希望
者は育児ストレスをより高く感じているにもかかわらず，育児ストレスから解放されるため
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に預かり保育を利用したいと考えてる人はかなり少ない割合しか存在していなかった。それ
以外にも預かり保育の利用希望理由の中には，「自分の時間がほしい」という項目がある。そ
もそも，子どもから離れて自分の時間を持つことは，養育者のリフレッシュ効果を期待でき
ることが指摘されているが（神田・山本，1999），「自分の時問がほしくて毎日子どもを預ける」
などその利用頻度があまりにも頻繁である≧，養育者の育児放棄につながる可能性があるか
もしれない。本研究においては，預かり保育の利用希望理由として1～3番目にこの「自分
の時間がほし夕〉」という理由を選択した人は，3割近くにのぽっていた（表7参照）。そこで，
養育者が預かり保育の利用を希望する頻度に着目してみると，最も多いのは「月に2，3回」，
次に「年に数回」の順で，「毎日」利用したいと考えている人は利用希望者の中の1割程度に
しか過ぎなかった（表5参照）。さらに，預かり保育の利用を「毎日」希望し，かつ「自分の
時間がほしい」という理由を選択した人について調べてみると，わずか7名（預かり保育利用
希望者の2。0％）しかいなかった。これらの結果を併せると，養育者の意識として，幼稚園側
が懸念しているような日常的な子育ての辛さから逃れる目的で預かり保育を利用しようと考
えている人は，かなり少ないのではないかと推測できる。
　以上のことから，預かり保育は，子育てを担う母親にとってかなり有効な子育て支援とな
り得るものと考えられる。無職の養育者の方が有職の養育者よりも子育てのストレスが高い
という結果は，社会から切り離され，育児の責任を負いながら長時問子ども一緒に過ごすこ
とが，現代の多くの母親の負担となっていることを示唆している。そのような母親にとって，
子どもの発達に良い環境で，安心できる相手に，いざという時に子どもを預けられる状況が
作られることは，物理的・精神的に大きな手助けとなるだろう。しかし，今後多くの幼稚園
で預かり保育が実施されるためには，このような母親の意識を認識し，幼稚園側が家庭に対
するとらえ方を柔軟に変化させることも必要とされている。また，養育者が預かり保育の利
用を希望しない理由の3番目として，「料金がかかるので」といった項目も多く挙げられてい
た（表8参照）。子育て支援策の一つとして，多くの養育者が希望する預かり保育がより有効
に機能していくためには，行政からの財政的援助についてもさらに検討していくべき課題と
なるだろう。
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